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1.  平成22年3月期第3四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

(注)「１株当たり四半期純利益」は、優先株式に係る優先配当額を控除して算出しております。 

(2) 財政状態 

(注)「１株当たり純資産」は、優先株式の発行額相当額等を控除して算出しております。  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 6,892 17.0 210 32.4 173 60.1 149 ―
21年3月期第3四半期 5,891 ― 158 ― 108 ― △124 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 5.27 1.19
21年3月期第3四半期 △10.77 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 9,256 1,988 21.5 △206.83
21年3月期 8,652 1,839 21.3 △216.38

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  1,988百万円 21年3月期  1,839百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ― 0.00 ―
22年3月期 

（予想） 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,700 27.1 370 △5.5 320 △2.4 300 361.1 12.85
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4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他 をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他 をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 17,389,850株 21年3月期  17,389,850株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  16,916株 21年3月期  16,684株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第3四半期 17,373,000株 21年3月期第3四半期 17,373,659株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記業績予想は、平成21年５月15日公表の業績予想と変更はありません。 
２．上記業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、様々な不確定要素がございますので、実際の業績はこれらの予想数
値と異なる場合があります。 
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当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、一昨年秋の金融危機に端を発する世界的な景気の低迷が

長引いており、生産や個人消費において持ち直しの動きが見られるものの、企業収益の落ち込みによる雇

用情勢の悪化など、依然として厳しい状況にあります。 

 公共投資関連の市場におきましては、補正予算に伴い発注量が一時的に増加傾向に推移しておりました

が、今後は公共事業の見直しや公共事業費の削減がより一層進むと見られ、一段と厳しさを増してきてお

ります。当社がその大半を依存しております橋梁業界におきましても、総合評価方式により落札価格に一

定の歯止めはかかっているものの、多数の企業で受注を競い合う非常に厳しい状況が続いております。  

 このような厳しい状況におきまして、当社は、全社をあげて受注活動に取り組みましたが、４～６月の

発注量が著しい低水準にあった影響を受け、当第３四半期累計期間の受注高としましては46億３千７百万

円（前年同四半期比39.0％減）となりました。売上高につきましては手持ち工事の売上が順調に計上され

た結果68億９千２百万円（前年同四半期比17.0％増）となり、受注残高につきましては74億７千５百万円

（前年同四半期比26.9％減）となりました。  

 損益面では、既存工事のコスト削減活動の効果等により、売上総利益は５億９千１百万円（前年同四半

期比12.0％増）となりました。また、「事業再生計画」に沿った様々な経費圧縮策を引き続き実行し、販

売費及び一般管理費の縮減に努めた結果、営業利益は２億１千万円（前年同四半期比32.4％増）となりま

した。また、支払利息の削減が順調に進んだことなどにより、経常利益は１億７千３百万円（前年同四半

期比60.1％増）となり、四半期純利益は１億４千９百万円（前年同四半期は１億２千４百万円の四半期純

損失）となりました。 

 なお、第１四半期会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27

日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）

を適用しております。これにより、当第３四半期累計期間の売上高は162,432千円増加し、営業利益、経

常利益及び税引前四半期純利益は、それぞれ4,820千円増加しております。 
  

(1) 資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期末における総資産は92億５千６百万円となりました。 

 流動資産は、前事業年度末に比べ13.6％増加し、48億５千３百万円となりました。これは、現金及び預

金が５億７千５百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が11億６千６百万円増加したことなどによる

ものであります。 

 固定資産は、前事業年度末に比べ0.5％増加し、44億２百万円となりました。これは、機械及び装置が

６千９百万円増加したことなどによるものであります。 

 流動負債は、前事業年度末に比べ5.4％増加し、67億９千１百万円となりました。これは、前受金が７

億５千１百万円、１年内返済予定の長期借入金が３億２千２百万円、未払金が１億６千１百万円、損害賠

償損失引当金が１億６百万円それぞれ減少したものの、短期借入金が12億８千５百万円、支払手形及び買

掛金が４億２千万円増加したことなどによるものであります。 

 固定負債は、前事業年度末に比べ29.3％増加し、４億７千６百万円となりました。これは、長期借入金

が６千７百万円増加したことなどによるものであります。 

 純資産は、前事業年度末に比べ8.1％増加し、19億８千８百万円となり、自己資本比率は21.5％となり

ました。 
  

(2) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、13億２千３百万円とな

り、前事業年度末より５億７千５百万円減少いたしました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動による資金の減少は、14億８千４百万円となりました。これは、売上債権の増加19億１千７百

万円などによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動による資金の減少は、１億２千１百万円となりました。これは、有形固定資産の取得による支

出１億２千５百万円などによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動による資金の増加は、10億３千万円となりました。これは、長期借入金の返済による支出３億

４千５百万円などがありましたが、短期借入金の純増額12億８千５百万円などによるものであります。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報
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平成22年３月期の業績予想につきましては、平成21年５月15日に公表いたしました内容に変更はありま

せん。 

  

 棚卸資産の評価方法 
 当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高
を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を
見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

 ①会計処理の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工期１年以上、契約金額１億円以上の橋梁工事に
ついては工事進行基準、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に
関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用
指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期会計期間より適用し、第１四
半期会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期会計期間末までの進捗部分について成果の確実性
が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事に
ついては工事完成基準を適用しております。 
 これにより、当第３四半期累計期間の売上高は162,432千円増加し、営業利益、経常利益及び税引前
四半期純利益はそれぞれ4,820千円増加しております。 
  

 ②表示方法の変更 

 (四半期貸借対照表関係） 

前第３四半期において、流動負債の「その他の引当金」に含めて表示しておりました「賞与引当金」
及び「工事損失引当金」は、前事業年度末数値との比較を明瞭に表示するため、当第３四半期では区分
掲記することとしております。なお、前第３四半期の流動負債の「その他の引当金」に含まれる「賞与
引当金」は24,498千円、「工事損失引当金」は24,532千円であります。 

  

  

当社は、平成20年12月19日付けで、東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社および独立行

政法人日本高速道路保有・債務返済機構より東京高等裁判所において、旧日本道路公団が平成14年度か

ら16年度に発注した鋼橋上部工工事に係る入札談合に関し、当社ほかに対する連帯債務としての独占禁

止法第25条に基づく損害賠償請求訴訟の提起を受けております。 

 本訴訟の内、東日本高速道路株式会社からの提訴につきましては、その後取り下げとなりました。一

方、中日本高速道路株式会社および独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構からの提訴につきま

しては現在係争中であります。今後は、裁判において適切に対応してまいります。 
  

3. 業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

(3) 重要な訴訟事件等
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,323,165 1,898,819

受取手形及び売掛金 3,443,398 2,277,334

仕掛品 2,468 21,518

原材料及び貯蔵品 12,420 16,848

その他 72,502 58,716

流動資産合計 4,853,955 4,273,238

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 924,139 932,201

構築物（純額） 139,318 142,619

機械及び装置（純額） 667,619 598,541

土地 2,114,532 2,114,532

建設仮勘定 － 15,485

その他（純額） 27,580 26,825

有形固定資産合計 3,873,189 3,830,206

無形固定資産   

無形固定資産合計 13,081 9,478

投資その他の資産   

投資有価証券 116,401 116,301

投資不動産（純額） 304,767 314,651

前払年金費用 49,180 53,395

その他 45,711 55,391

投資その他の資産合計 516,060 539,740

固定資産合計 4,402,331 4,379,425

資産合計 9,256,286 8,652,664
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,064,767 1,644,646

短期借入金 1,450,000 164,900

1年内返済予定の長期借入金 2,363,553 2,686,053

未払金 390,312 551,366

未払法人税等 14,056 22,543

前受金 305,413 1,057,274

賞与引当金 26,499 54,500

工事損失引当金 7,868 505

損害賠償損失引当金 115,396 221,396

その他 54,110 42,285

流動負債合計 6,791,977 6,445,470

固定負債   

長期借入金 112,738 45,238

退職給付引当金 362,719 318,728

その他 550 4,069

固定負債合計 476,008 368,036

負債合計 7,267,985 6,813,507

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 453,957 453,957

利益剰余金 541,104 392,007

自己株式 △6,421 △6,367

株主資本合計 1,988,641 1,839,597

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △340 △440

評価・換算差額等合計 △340 △440

純資産合計 1,988,301 1,839,157

負債純資産合計 9,256,286 8,652,664

日本橋梁㈱　（5912）　平成22年３月期　第３四半期決算短信　（非連結）

－ 6 －



(2)【四半期損益計算書】 
【第３四半期累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 5,891,095 6,892,803

売上原価 5,363,389 6,301,548

売上総利益 527,706 591,255

販売費及び一般管理費   

役員報酬 25,686 21,666

従業員給料及び賞与 136,033 147,696

法定福利及び厚生費 31,434 32,084

不動産賃借料 26,370 26,406

旅費交通費及び通信費 31,100 30,711

その他 118,251 122,429

販売費及び一般管理費合計 368,875 380,993

営業利益 158,830 210,261

営業外収益   

投資不動産賃貸料 37,327 36,314

その他 13,722 3,934

営業外収益合計 51,049 40,248

営業外費用   

支払利息 86,170 62,018

その他 15,039 14,511

営業外費用合計 101,209 76,530

経常利益 108,670 173,978

特別利益   

投資有価証券売却益 9,576 －

その他 46 －

特別利益合計 9,622 －

特別損失   

固定資産処分損 2,214 7,775

会員権評価損 － 5,000

損害賠償損失 223,793 －

その他 3,583 －

特別損失合計 229,591 12,775

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △111,297 161,203

法人税、住民税及び事業税 13,044 12,106

四半期純利益又は四半期純損失（△） △124,341 149,097
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△111,297 161,203

減価償却費 79,145 82,147

賞与引当金の増減額（△は減少） △23,202 △28,001

退職給付引当金の増減額（△は減少） 27,638 48,205

工事損失引当金の増減額（△は減少） △31,290 7,362

損害賠償損失引当金の増減額（△は減少） 206,000 －

受取利息及び受取配当金 △1,971 △868

支払利息 86,170 62,018

固定資産処分損益（△は益） 2,214 7,775

会員権評価損 － 5,000

投資有価証券売却損益（△は益） △9,576 －

売上債権の増減額（△は増加） 493,570 △1,917,924

たな卸資産の増減額（△は増加） 438,592 23,478

仕入債務の増減額（△は減少） 249,091 404,621

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,486 △59,763

その他の流動資産の増減額（△は増加） △7,179 △11,142

その他の流動負債の増減額（△は減少） △340,553 △74,883

その他 1,719 △4,976

小計 1,060,556 △1,295,746

利息及び配当金の受取額 1,954 868

利息の支払額 △84,651 △64,549

損害賠償金の支払額 － △107,143

法人税等の支払額 △17,392 △17,432

営業活動によるキャッシュ・フロー 960,467 △1,484,002

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △41,342 △125,269

投資有価証券の売却による収入 51,267 －

貸付金の回収による収入 10,028 242

その他 2,643 3,328

投資活動によるキャッシュ・フロー 22,596 △121,698

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,050,000 1,285,100

長期借入金の返済による支出 △403,255 △345,000

長期借入れによる収入 － 90,000

自己株式の取得による支出 △161 △53

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,453,416 1,030,046

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △470,352 △575,654

現金及び現金同等物の期首残高 1,807,253 1,898,819

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,336,901 1,323,165
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

「参考」

6. その他の情報

(1) 売上高

区 分

前年同四半期 当四半期
増  減

前期

（平成21年３月期 第３四半期） （平成22年３月期 第３四半期） （平成21年３月期）

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額

(百万円) (百万円) (百万円) (％) (百万円)

橋 梁 5,891 6,892 1,001 17.0 8,421

合 計 5,891 6,892 1,001 17.0 8,421 

 

(2) 受注高

区 分

前年同四半期 当四半期
増  減

前期

（平成21年３月期 第３四半期） （平成22年３月期 第３四半期） （平成21年３月期）

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額

(百万円) (百万円) (百万円) (％) (百万円)

橋 梁 7,596 4,637 △2,959 △39.0 9,628 

合 計 7,596 4,637 △2,959 △39.0 9,628 

 

(3) 受注残高

区 分

前年同四半期末 当四半期末
増  減

前期末

（平成21年３月期 第３四半期） （平成22年３月期 第３四半期） （平成21年３月期）

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額

(百万円) (百万円) (百万円) (％) (百万円)

橋 梁 10,229 7,475 △2,754 △26.9 9,731 

合 計 10,229 7,475 △2,754 △26.9 9,731 

  (注)消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。
   また、上記金額は単位未満を切り捨てて表示しております。
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